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事業内容及び対象者

東京都では、大企業等の民間企業で培われたノウハウやアイデアを起業や新事業創出に結びつけるための取組みとして「東京都
新事業発掘プロジェクト(GEMStartup TOKYO)」を実施いたします。
分野を超えた起業家や各分野のプロフェッショナルの方々に協力をいただき事業化に向けたサポートを実施いたします。

V民間企業のリソースを活用し、東京都内で
起業や新事業創出を行おうとする意欲がある方

V社員による新事業創出に前向きではあるが、社内の
制度や仕組み、風土等に課題を抱えている企業

事業化プログラム

新事業エントリープログラム

新事業創出に向けた企業支援
プログラム

プログラム

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

対象者

V起業家等による講義やワークショップ等、新事業創
出に必要な知識の習得、機運の醸成を目的とした
コンテンツを実施します。

V事業化プログラムで創出された有望アイデアを、
次年度以降社内で推進していくための仕組み構築
を支援します。

実施内容

V起業家、投資家等による事業計画策定支援等を
通じて、参加者のアイデアを具現化することを目的と
したコンテンツを実施します。

50者程度

V民間企業のリソースを活用し、東京都内で
起業や新事業創出を行おうとする意欲がある方
V事業内容が一定程度固まっており、事業化に向けた

分析・計画等をブラッシュアップしたい方

20者程度

10社程度

各プログラムについては、一部を除き、原則オンラインで開催いたします。
開催形式について、状況に鑑み変更する場合がございますが、変更があった際は公式HP等でお知らせいたします。



2

各プログラムの募集期間

下記の募集期間内でご応募いただけます。
新事業エントリープログラムや事業化プログラム（前期）に参加されたい方は、10月7日(金)迄に申込フォームより応募ください。

事業化
プログラム

新事業エントリープログラム

新事業創出に向けた企
業支援プログラム

前期

後期

前期

後期

9月16日（金） ～ 10月7日（金）

9月16日（金） ～ 10月7日（金）

12月1日（木） ～ 12月23日（金）

12月1日（木） ～ 12月16日（金）

9月16日（金） ～ 10月７日（金）

プログラム 募集期間

※なお、募集期間を延長する場合は公式HPにて掲載します
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応募方法・問合せ先

ご希望されるプログラムの必要項目を申込フォームからご応募ください。

参加をご希望されるプログラムに必要な項目を、下記の
申込フォームよりご応募ください。不明点は事務局に
ご連絡ください。

É 応募先申込フォーム

¸ 「新事業エントリープログラム」または
「事業化プログラム」への応募はこちら

¸ 「新事業創出に向けた企業支援プログラム」
への応募はこちら

É 連絡先：

GEMStartup TOKYO事務局

（担当：イグニション・ポイント㈱）
メールアドレス：info@gemstartuptokyo.jp

電話番号：0120 -884 -053

É 問い合わせ時間：

平日 10:00 ～17:00

Å 事業タイトル

Å 解決したい課題

Å 提供価値

Å ビジネスモデル

新
事
業
エ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

Å 新規事業創出に向けた課題

Å 課題解決に向けた取組の有無

Å (上記「有」の場合、)解決に向けた取組内容

参加プログラム

事
業
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
＋
新
事
業
創
出
に
向
け
た
企
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

必要項目

全プロ
グラム
共通

各プロ
グラム
別に

必要な
情報

Å プログラム参加者氏名

Å 会社/ 団体名

Å 部署名

Å 役職

Å メールアドレス

Å 電話番号

Å キックオフイベントへの参加可否

Å 志望理由

Å 新規事業開発案の有無

Å (上記「有」の場合、)新規事業概要

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeTuiXG-__Jb-G_foCcfODDFfgARS3aECRoJ_DGPsM50Wt2DA/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfXM9HDwmJkMixkjW09o4-u1gEJVcLMCqiHQIR7Oee9Wo7Ifw/viewform
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応募資格

各プログラムの応募資格は以下の通りです。

以下の要件を全てみたしていること

a. 大企業等民間企業に所属していること

b. 所属する企業のリソースを活用し東京都内で起業や新事業創出を行おうとする意欲があること

c. 最後までプログラムを完遂する意思があること

d. 公序良俗に反する事業を行うなど、東京都が支援することが適さないと判断した企業等に所属していないこと

e. 成果報告会等、参加必須のプログラムに出席出来ること

※「事業化プログラム」への応募には新事業創出に向けたアイデア・ビジネスプランを一定程度策定されていることが必要になります

※「事業化プログラム」の参加者決定には、策定された事業計画について選考プロセスを設けます

※所属している民間企業からのリソースを活用して起業や新事業を創出する意欲のある方なら所属している企業規模は問いません

以下の要件を全てみたしていること

a. 新事業・イノベーション創出に課題を抱えている企業に属する部署（人事企画・組織企画を主管する部署等）

b. 自社社員が「事業化プログラム」に参加している企業、もしくは申し込んでいる企業に属する部署

c. 自社社員から新事業創出に意欲のある者を複数名集めるつもりのある部署

d. 事業化プログラムに出席できる部署(部署内1名以上が出席)

e. 公序良俗に反する事業を行うなど、東京都が支援することが適さないと判断した企業等に属していない部署

f. 自社社員がGEMStartup TOKYO Project のプログラムに集中できるよう、環境整備(社内ルール等の見直し
含む)を積極的に行っていくつもりのある部署

※同企業からの複数部署の応募は妨げません

新事業創出に向けた
企業支援プログラム

に係る応募資格

新事業エントリープログラム
及び事業化プログラム

に係る応募資格
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プログラム概要 Ⅰ. 新事業エントリープログラム

新事業エントリープログラムでは、単なる知識習得だけでなく、マインドセットの醸成、ネットワーク等の様々な要素が必要になる為、
全方位的な観点からコンテンツを企画し、新事業創出に向けた土壌を醸成します

•起業家による事業立上げ
体験に係る講演、専門家
による事業計画策定方法
に係る講義等を実施し、
事業創出に向けて必要な
マインドや知識を獲得

•課題設定・課題解決を目
的としたワークショップを
開催し、相互評価により
理解を深める

•事前学習教材・参考図
書や、動画コンテンツ等を
提供し、新規事業に必要
なアイディア創出の手法を
習得する

•左記で得た知識をもとに
整理した事業計画に対し
て、メンターによるフィード
バックを実施し、アイディア
創出の観点等を学ぶ

•メンターを投資家等と見立
てた模擬ピッチを実施し、
準備からピッチまでの一連
の流れを体感する

❶ 講義 ❸ ワークショップ❷ 動画コンテンツ ❹ メンタリング ❺ 模擬ピッチ

実施内容実施内容 実施内容

V 新規事業立上げにおけ
るマインドセット

V 新規事業立上げの苦
労とその乗り越え方

V 事業立上げプロセス

V 事業計画の策定方法

V 事業戦略への他者の巻
き込み方

Vデザインワークショップ

Vアイデア創出

Vビジネスモデル策定

Vニーズ・ビジネスモデルの
検証

Vデザイン思考とは

Vデザイン思考のステップ

V各ステップにおけるのデザ
イン思考の利点

Vデザイン思考で気を付け
るべきこと

1時間×1回程度2時間×5回程度 2時間×4回程度 1時間×2回 3時間×1回 (5 分/ 名を想定)

※コンテンツの内容は一部変わる可能性があります点、ご了承ください。

実施内容

V事業計画発表

V事業計画レビュー

参加メンター

小島 未紅

代表取締役社長
株式会社ashlyn

財満 栄治

代表取締役CEO
株式会社ZETA
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プログラム概要 Ⅱ. 事業化プログラム

事業化プログラムは、事業内容に係る書類審査・面接を通過した選抜者向けに、事業計画策定支援等、参加者のアイデアを具
現化することを目的としたコンテンツを実施します。下記コンテンツのほか事務局によるメンタリングも随時行っていきます。
なお、本プログラム完了後、多様なビジネスパーソンが参加する成果報告会を3月下旬に開催することを予定しており、プログラム
参加者に本プログラムの成果を発表していただきます。

¸投資家等に向けた説明を
想定した事業計画の構
成、必要要素等を習得す
るための講義を開催

¸参加者が策定した事業計
画について、主に資料構
成や整理方針の観点でレ
ビューを実施

¸参加者が作成したピッチ
資料について、主に資料
構成やメッセージングの観
点でレビューを実施

¸事業計画について、各分
野の専門性を持った士業
家、アカデミア、起業家メ
ンターが、投資家等に向け
た説明を想定した事業計
画の検証・評価を実施。
以下に係る支援を想定。

¸マッチングを想定したピッチ
リハーサルを開催して、
レビュー・フィードバックを
実施

¸実践形式でのピッチを行い、
投資家等とのマッチング
機会を提供

❶ 事業計画策定支援 ❸ ピッチ準備支援❷ 事業計画レビュー ❹ ピッチリハーサル ❺マッチングイベント

支援内容 支援内容支援内容 参加メンター

Vピッチにおいて大事なこと

V聞き手（経営者・投資
家）が知りたいこと

V心に響くメッセージング

Vピッチの準備

Vソリューションの妥当性

V事業優位性

V収益構造の分析

V投資・収支計画の
実現性

Vリソース計画の実現性

V事業リスクの検証

V解決したい課題

Vビジネスコンセプト・提供
価値

Vビジネスモデル・差別化
要因

V実行計画

V競合とリスク

V市場規模

V５カ年計画(収支計画)

1時間×1回程度 1時間×1回程度1時間×2回程度 1時間×1回程度 3時間×2回程度

参加メンター

天沼 聰

代表取締役社長
兼 CEO
株式会社
エアークローゼット

山本 航平

Partner
XPV Group

松山 馨太

代表パートナー
New Commerce 
Ventures 株式会社

森若 幸次郎

代表取締役社長兼CEO
株式会社シリコンバレー
ベンチャーズ



7

プログラム概要 Ⅲ. 新事業創出に向けた企業支援プログラム

事業化プログラムで創出された有望なアイデアを、次年度以降社内で推進していくための仕組み構築を支援いたします。
なお、本プログラムは、個別面談を通じて選定された選抜企業向けのプログラムです。

❶ 事業化プログラムのモニタリング

支援内容

Å事業化プログラムの進捗を定期的にモニタリング
し、企業側の意向を踏まえて検討すべき観点を
フィードバック

Vモニタリングする中で発生する主管部署のニーズから、
検討すべき事項を整理し、参加各社での支援内容
をカスタマイズ

1時間×3回程度

❷予算獲得に向けた稟議支援

支援内容

Å事業化プログラムの将来的なカーブアウトを見据
え、次年度以降に企業内で推進するための予算
獲得に向けた稟議の推進を支援

V社内でのPJT化や資金供給にかかる稟議を通すため
の、論点整理や資料作成等の支援を実施

1時間×3回程度

❸事業推進に向けた体制構築支援

支援内容

Å企業内での事業化プログラム推進にあたり必要な
機能の整理、および社内稟議の推進を支援

V本プログラムでのアイデアを次年度以降、カーブアウト
による事業化を本格的に進めていくための、必要な機
能の整理と推進体制の構築に係るアドバイス、社内
稟議通過に向けた資料作成等の支援を実施

1時間×3回程度
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事業化プログラムの選抜基準

事業化プログラムの参加には、新事業の内容に係る書類審査・面接の選考フローを設けており、参加者を20者程度まで選抜しま
す。下記の視点で予め選抜した参加者のアイデアを、事業化プログラムを通じて本格的な事業化に向けサポートいたします

項目 審査内容

新
規
事
業
ア
イ
デ
ア

書類審査 面接審査

全般

解決したい課題

V 各項目で説明不足な要素がないか

V 内容面の具体性を評価できる程度の記述内容になっているか

V なぜ参加者がこの課題の解決に取り組もうと思ったのか

V 社会に対して、どのようなインパクトが期待されるか

V 解決したい課題において、アンメットニーズにこたえるソリューションになっているか

✓

✓

本
人

状
況

参加意欲等

V 新事業を立ち上げていくための熱意があるか

V 困難を乗り越えるための前向きさがあるか

V 最後までプログラムをやり切る意思があるか

ビジネスモデル

V 検討されたビジネスモデルは具体的なものか

V マネタイズのポイントや競合優位性は適切か

V ビジネスのステークホルダーとの関係、収益構造は明確か

提供する価値
V 誰を価値提供先・顧客としてどのような価値を提供するかが明確に定義されて

いるか

V 顧客に対してリーチ可能か

網
羅
性

具
体
性

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓
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募集
期間

実施スケジュール

本プログラムは、下記のスケジュールで実施を予定しています。

9月
1w 2w 3w 4w

10月
1w 2w 3w 4w

11月
1w 2w 3w 4w

12月
1w 2w 3w 4w

1月
1w 2w 3w 4w

2月
1w 2w 3w 4w

3月
1w 2w 3w 4w

2022年 2023年

成果報告会

新事業エントリープログラム

Ⅰ

動画
コンテンツ

講義 ワークショップメンタリング

募集期間

事業化プログラム（前期）

新事業創出に向けた企業支援プログラム
（前期）

募集期間

Ⅲ

マイルストン

プログラム

プログラムは重複応募可能です
※事業化プログラムは前期生または後期生のいずれか

新事業創出に向けた企業支援プログラム
（後期）募集期間

事業計画
支援策定

ピッチ準備
支援

事業計画
レビュー

マッチング
イベント

ピッチ
リハーサル

事業化プログラム（後期）

事業計画
支援策定

事業計画
レビュー

ピッチ準備
支援

マッチング
イベント

ピッチ
リハーサル

事業化プログラム
のモニタリング

予算獲得に向けた
稟議支援

事業推進に向けた
体制構築支援

模擬ピッチ

候補者
選定

候補者
選定

Ⅲ

Ⅱ

候補企業
選定

Ⅱ

募集期間
候補企業

選定 事業化プログラム
のモニタリング

予算獲得に向けた
稟議支援

事業推進に向けた
体制構築支援
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留意事項

(1) 以下に該当する場合、審査対象外とさせて頂きますので、ご了承ください。

(ア) 応募者が、法令等もしくは公序良俗に違反し、またはその恐れがある場合。

(イ) 応募内容に不備がある場合。

(ウ) 応募者が、応募に際し虚偽の情報を記載し、その他運営事務局に対して虚偽の申告を行った場合。

(エ) 暴力団(東京都暴力団排除条例(平成23年東京都条例第54号。以下「条例」という。)第2条第2号に規定する暴力団をいう。)に該
当する場合。また、代表者、役員または使用人その他の従業員若しくは構成員に暴力団員等(条例第2条第3号に規定する暴力団員
及び同条第4号に規定する暴力関係者をいう。)に該当する場合。

(2) 応募にあたりご提供頂く個人情報を含む応募情報は、都及び運営事務局(以下、「都及び運営事務局」という。)にて、本プログラムに必要
な範囲にて利用、共有されます。また、応募情報を事前の承認無く、都及び運営事務局以外の第三者に提供することはありません。審査経
過、審査結果に関する問い合わせには応じられません。

(3) プログラム受講に不適切であると運営事務局が判断した場合には、プログラムの受講を途中で辞退して頂く場合がありますのでご留意ください。

(4) プログラム受講者の審査及び選考は、運営事務局が行い、都が承認いたします。

(5) プログラム受講者の審査、選定及び承認に関して、都及び運営事務局がプログラム受講者の応募情報等について、一切の保証を行うもので
はありません。

(6) 本事業の参加費用は無料です。(※ただし、交通費・通信費等は参加者の自己負担となります)

(7) 本事業では広報を目的としたプログラムの撮影を実施します。なお、映像の使用にあたっては、撮影の都度確認いたします。また、本事業の成
果については、本事業ホームページ等で公開いたします。

本事業に関するお問い合わせ先

GEMStartup TOKYO事務局（担当：イグニション・ポイント㈱）

メールアドレス：info@gemstartuptokyo.jp 電話番号：0120 -884 -053 （問い合わせ時間：平日10:00 ～17:00 ）


